
表形式データ設定ソフト（ＣＴＡ－１ＥＸ）の簡単ガイド 

 
 

 

 

 

 

 

＊（メカシリンダの接続なしでも）位置､速度、加速度、etc の設定・変更 

  が出来ます 

 

１．接続例（SCN5 タイプを 1軸接続した場合） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）コネクタ変換機（型名：ADP-2-4）に SIO ケーブル（型名：

RP9041-010）と ADP ケーブル（型名：RP9050-010）を接続しま

す。ADP ケーブルはコネクタ変換機の CN2 へ接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．操作手順 
１）ビジュアルデータ設定ソフト（ＣＴＡ－１ＥＸ）を実行して下さい 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんたんスタートガイド

パソコンにUSBポートしかない場

合は、市販の USB シリアル変換ア

ダプタをご使用下さい 

例 

USB-RSAQ2（ｱｲ・ｵｰ・ﾃﾞｰﾀ機器 製）

BHC-US01/GP（ﾊﾞｯﾌｧﾛｰ 製） 

パソコンへ接続（USB ポートへ）

図２

ＵＳＢシリアル変換アダプタ 

RS232C/485 変換機 

SIO ケーブル 

パソコンへ接続 

図１
図１、２参照

図３参照

パラレル接続ケーブル
（RP9100-030）

 ビジュアルデータ設定ソフト
(TBVST)

コネクタ変換機
（ADP-2-4）

SIOケーブル、1m
(RP9041-010)

ADPケーブル,1m
(RP9050-010)

RS232/485変換機
    (ADP-1)

電源

赤枠内の部品はパソコン設定ツールに含まれています 

図３ 
SIO ケーブル

ADP ケーブル

メカシリンダへ接続 

コネクタ変換機

必ず、最初にお読み下さい



２）シリアルポート番号の設定 
 

御使用になるシリアルポート番号を選択して下さい、通常は【ＣＯＭ１】になります。 

メカシリンダを接続しないで使用することも可能です、その場合は【オフライン】を選択して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご使用になるパソコンでシリアルポート（ＣＯＭポート）が無い場合は、市販の ＵＳＢシリアル変換アダプタ 

をご使用下さい 

  例 USB-RSAQ2 （アイ・オー・データ機器 製）、BHC-US01/GP （バッファロー 製） 
 

 

【コントロールパネル】⇒【システム】⇒【ハードウェアー】⇒【デバイス マネジャー】⇒【ポート】 

の順に開くとシリアルポート番号の確認が出来ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②【システム】 ①【スタート】⇒【コントロールパネル】

③【ハードウェアー】 

④【デバイス マネジャー】

⑤【ポート】 

USB のシリアルポート

番号がこの場合、COM4

であることが判ります

ダブルクリック

クリック 

クリック

シリアルポート番号が不明の場合は 

パソコンのシリアルポートの番号を選択します 

選択したら 設定 ボタンを押して下さい 

メカシリンダとつながります 

① 

② 



３）操作画面ガイドー１：ポイントデータを直接数値で入力します 
  【オフライン】時の操作画面を示します 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）操作画面ガイドー２：ポイントデータを簡単編集画面で入力します 
  【オフライン】時の操作画面を示します 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 【 ユーザ表示単位 】を 

  選択して下さい

 ② マウスでクリックし、数値を入力した 

  ら、リターン（Enter）して下さい

位置データ 

位置決め完了検出幅データ 

速度データ 

加速度データ

直接、数値が入力出来ます 

 クリック



５）操作画面ガイド－３：共通パラメータを直接入力で編集します 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）操作画面ガイド－４：共通パラメータを簡単編集画面で編集します 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（絶対位置座標範囲＋側最大値）

（絶対位置座標範囲－側最大値）

（ソフトウエアストロークリミット値＋側）

（ソフトウエアストロークリミット値－側）

（ゾーン境界値＋側）
（ゾーン境界値－側）

（原点復帰パターン選択コード）

（モータ励磁相信号検出動作パラメータ）

（PIO 機能設定フラグ）

（SIO 通信速度選択コード）

（原点復帰時の速度指令）

（原点復帰時の加速度指令）

（従局トランスミッタ活性化最小遅延時間パラメータ）

（インポジション幅デフォルト値）

（速度指令デフォルト値）

（加速度指令デフォルト値）

（位置決め停止時の電流制限デフォルト値）

（移動時の電流制限デフォルト値）

（サーボゲイン番号デフォルト値）
（加速時最大加速度指定フラグデフォルト）

（原点復帰時の電流制限値）

（原点復帰時のタイムアウト値）

① クリック

② クリック 

クリック


